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（pp．11－12）と書き，本書が自伝的要素も含まれるこ  

とを予告している。そしてこの空間概念は無限に広が  

るデカルト的空間ではなく，「空間の断片がたくさん  

あるだけなのである」（p．12）。そして次のようにも書  

く。「生きること，それは空間から空間へ，なるべく  

身体をぶつけないように移動することなのである」  

（p．13）。   

作家という職業にとって最も身近な空間，それは白  

紙のページである。普段の何気ない行為を引き離して  

考える。（日本語訳では）上から下へ，右から左へと  

規則的に活字が組まれ，定型の余白が設定されるが，  

そのことについて書く際には，その規則を破ってみる。  

勝手気侭に活字を並べ（原稿は手書きなのだろうか），  

「余白にも書いてみよう……」（p．25）。地図も白紙の  

ページに「言葉や記号」によって描かれる空間である。  

「空間を記述するとは，名づけ，線引きすることだ」  

（p．28）。本文中にはボルヘスの名もあるが，地図と名  

付けのポリティクスの本質をつかんでいるといえようか。   

ベッドに関する記述は分量としては少ないが，「ひと  

は人生の三分の一以上をベッドで過ごす」（p，41）と  

ありきたりのことを強調するくらいだから，思い入れ  

は深い。「ベッド。漠たる脅威を感じる場所，相反す  

る要素が交錯する場所，孤独なからだが束の間だけ夢の  

女たちに囲まれる空間，欲望が排除された空間，走者  

しえない場所，エディプス的ノスタルジーを呼び起し  

夢見させる空間」（p．37）。同じ対象に対して使い分け  

られた場所と空間の語の微妙な差異に注意してみよう。   

寝室の項が本書における読みどころの一つである。  

著者はこれまでの人生（原作が1974年だから当時著者  

は38歳）において，「今までに眠ったことのある場所  

を全部覚えている。」（p．45）という。眠ることは夢，  

そして記憶と密接に結び付いていることを確認しつつ，  

読者も自分の眠ったことのある場所について思い出し  

てみる。  

「寝室の中でベッドの位置を変えたとき，寝室その  

ものが変わったと言えるのだろうか。」（p．52），ある  

いは「ある場所に住むというのは，そこを自分のもの  

にしてしまうことなのか。」（p．53），という素朴な問  

いは場所の本質について考えさせる。   

評者が住宅神話として批判したかったこと（成瀬，  

2000），それが本書の思考実験によって見事に達成さ  

れている。建築業界は空間の区分によって私たちに生  

活の仕方を強要する。「玄臥 居間（≪リビングルー  

ム≫，応接室），親の寝室，子ども部屋，女中部屋，  

《物置部屋》，台所，浴室」（p．63）。そして，その機能  
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空間という言葉より場所という概念を用いているため，  

本書の表題に強く引かれるものはなかったが，目次を  

みて，評者との関心の近さを予感した。目次を以下に  
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といった具合である。特に評者は，成瀬（1999）でノ」、  

説のページにおける空間についても言及していたので，  

読まずに済ますことはできなくなった。   

本書は学術研究書ではない。著者は1982年に亡く  

なったフランスの作家である。学問の体系上必要と  

なってくるような関心ではなく，日常生活から生じる  

素朴な関心を，ストーリー性のあるフィクションとし  

てではなく，あるいは具体的・経験的素材から成るノ  

ン・フィクションとしてでもなく，作家自らの経験を  

抽象化し，さらに思考実験を行うことによる空間論，  

本書をそんな風に位置づけてみよう。   

まずは著者の空間認識から。本書において，著者は  

「できるだけ，もっと身近な空間について語りたいの  

だ。たとえば都会，田舎，地下鉄の通路，公園など。」  
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